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の邦人日本語教師、国別では日本語学習者の
多いオーストラリアなどの特定国の日本語教
師を対象とした研修。

（3）地域交流研修（全国JET青年日本語研修、
埼玉県JET青年日本語研修）:帰国後に日本語
教師として活躍することを希望する全国の
JET研修生を対象とした、日本語教授法中心
の全国JET青年日本語研修や、日常会話のレ
ベルアップを希望する埼玉県のJET研修生を
対象とした埼玉県JET青年日本語研修。

海外における日本語教材の充実を図るため
に、以下の事業を実施しました。

（1）自主制作事業:海外で制作が難しい教科
書・辞書・視聴覚教材などを自主制作し、海
外の日本語教育機関に提供。また、「みんな
の教材サイト」http://www.jpf.go.jp/kyozai
を通し、教材作成の素材を提供。

海外における日本語教育の
指導的人材を育成。

海外の日本語教師を招へいし、以下の日本
語･日本語教授法･日本事情の研修を実施しま
した。

（1）指導的日本語教師の養成（修士課程／博
士課程／海外日本語教師上級研修）:各国の
日本語教育の指導者となるべき人材を養成す
ることを目的とした、高度で実践的な学位

（修士号および博士号）プログラム（国立国
語研究所および政策研究大学院大学との共催
事業）と、既にセンターでの各種日本語研修
参加の経験を有した日本語教師で、さらに上
級の日本語を習得することを目的としたプロ
グラム。

（2）海外日本語教師研修（長期／短期／在外
邦人／国別）:長期（6カ月）では教授歴の少
ない日本語教師、短期（2カ月）では教授歴2
年以上の日本語教師、在外邦人では海外在住 日本語国際センター

日本語国際センターは、1989年７月、日本語学習者人口の急増、学習動機・内容の多様化、それに伴う海外

各国からのより一層の支援・協力の要請に応えるために、埼玉県浦和市（現さいたま市）に基金の附属機関と

して設立されました。所長、副所長の下、総務課、研修事業課、制作事業課の三つの課と、専任講師、図書館

専任司書により組織されています。
（2）制作支援事業:教材・教授法などの開発
のため日本での調査・研究が必要な日本語教
育専門家を招へいおよび海外での日本語教材
出版を助成。

（3）日本語教材寄贈事業:日本語教材が不足し
ている海外の日本語教育機関に対して日本語
教材を寄贈。

（4）図書館の運営:日本語教材をはじめ日本事
情に関する書籍や視聴覚資料を収集・提供。

海外日本語教育の充実に向けた
日本語教材開発・制作支援・寄贈。

関西国際センター

み重ねにより、海外日本語教育をいっそう普
及させていきたいと考えています。

世界各国で中等教育の外国語科目に日本語
が採用されるなど、海外における日本語学習
は、現在ますます多様化しています。

関西国際センターでは、海外で日本語を学
ぶ人々の意欲と日本への関心を高め、さらな
る学習継続を促進するため、日本語学習者訪
日研修を実施しています。

この研修では、海外の大学、高等学校や日
本語教育機関等で日本語を学び、優秀な成績
を修めている者を短期間日本に招へいすると
いうシステムを取っています。

本センターではこれと同時に、日本語教育
の盛んな地域で日本語を学習している大学生
をグループで招へいしたり、韓国で日本語を

職務・研究など、それぞれのニーズ
に応じた日本語の研修を支援。

関西国際センターでは、海外における各専
門の職業・研究分野で必要とされる日本語お
よび日本事情の習得を目的とした長期集中研
修（専門日本語研修事業）を実施しています。

諸外国の若手外交官や政府・公的機関の公
務員、海外の高等教育機関・文化交流機関・
公共図書館などの司書、海外の大学・研究機
関で日本研究に従事する社会科学および人文
科学分野の研究者・大学院生といった者を対
象に、これまで日本国内でも実施されること
の少なかった専門分野別の日本語教育を展開
しています。

また、彼らの専門領域をバックアップする
ための調査研究支援、独自の指導法や教材の
開発にも精力的に取り組んでいます。

本センターはこうした数々のノウハウの積 関西国際センター

関西国際センターは海外日本語教育の新たなニーズに応えるため、1997年5月より大阪府泉南郡田尻町にて事

業を開始しました。特定の職務または研究目的のために日本語の知識を必要とする者を対象に専門日本語研修

を実施したり、海外の日本語学習者を奨励する日本語学習者訪日研修などの業務を行なっています。

学んでいる高校生に訪日研修を行う活動も積
極的に展開しています。

本研修では、社会見学や体験学習、講義、
旅行などを通じて、海外日本語学習者が日本
の生活様式・歴史・文化への理解を深めると
ともに、同世代の日本の若者との交流も重要
な目的とし、カリキュラムを組んでいます。

海外日本語学習者の意欲向上を
目的とした日本語学習者訪日研修。




